
健保からのお知らせ
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　2020年度の当健康保険組合の決算は、収支で2019年度に
引き続き2.5億円の黒字となりました。収入面では保険料率を
9.50％から9.20％に改定したことと、コロナウイルスの影響に
よる休業および残業減で保険料収入が1.1億円減少となり、全体
で1.6億円の収入減となりました。保険給付費、納付金などが減少
したことにより全体で1.3億円の支出減となりました。加入者の方
が通院を控えられたことが考えられます。コロナウイルスの影響
で収支とも影響を受けた年度になりました。2020年度の実質

保険料率は8.15％であり保険料率9.20％を下回っている状況
です。
　ようやく新型コロナワクチンの予防接種が順次実施されていま
すが、収束にはまだ時間がかかるものと思われます。皆様におかれ
ましては、受診控えにより病気の早期発見などに影響を及ぼさな
いよう、必ず定期健診や特定健診を受診し、基礎疾患のある方や
体調不良の際には医療機関を受診するなど、感染予防対策ととも
に積極的な健康管理をお願いします。
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決算残金 1,603万円
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フタバ産業健康保険組合の２０２０年度決算が、
去る７月２０日の第１３８回組合会で承認されましたのでお知らせします。

※決算残金は繰入金1億円を含む

2020年度決算報告

「2022年危機」に先立って財政危機到来の可能性も…

長引く景気低迷で、
解散する健保組合が急増！？

　団塊世代が後期高齢者に到達し始める来年度より、財政
悪化で解散リスクにさらされる健保組合の急増が懸念され
ることから、「2022年危機」として問題となってきました。
　しかし、長引くコロナ禍の影響で、すでに多くの健保組合
が財政危機に陥っています。健保連（健康保険組合連合会）
では、１年早い今年度にも多くの健保組合で保険料率が上昇
し、解散が多発する危機的水準となると推計しています。

収入を
割合で見ると…

支出を
割合で見ると…

フタバ産業健康保険組合

収支は大幅な
黒字決算に！



将来、どのような
病気の

危険性があるの？

【フタバ産業健康相談室】

守秘義務に則り、プライバシー保護を厳守していますので、
安心してお電話ください。

24時間、365日つかえる！

０１２０-２５-３９２８【 委 託 先 】
ティーペック

通話にっこり サンキュ
フリーダイヤル

フタバ産業健康相談室
健診編

この数値は何を
表しているの
だろう？

会社近くで
受診できる

医療機関を知りたい
専門家にアドバイス
してほしい

健診結果で気になることや不安なこと。お気軽にご相談ください。

●被保険者数……

　4,757人（男性4,250人　女性507人）

●平均年齢……

　38.35歳（男性38.92歳　女性33.57歳）

●平均標準報酬月額……

　357,138円（男性370,505円　女性245,085円）

●健康保険料率……

　9.2％（事業主5.106％　被保険者4.094％）

●介護保険被保険者数……

　2,183人（男性2,025人　女性158人）

●介護保険料率……

　1.9％（事業主0.95％　被保険者0.95％）

■組合概況（2021年6月末現在）

フタバ産業健康保険組合
自宅でできる子宮頸がん検査のお知らせ

自宅で3分

忙しい方でも...

HPVは の女性が
50歳までに一度は感染し、

『子宮頸がん』の原因になります。

約80%※1

※1 国立研究開発法人 国立がん研究センター社会と健康研究センター予防研究グループ
注）  HPVセルフチェックは子宮頸がん検診を代替するものではなく、日本では現段階では正式な検診ではありません。
　　&Scanでは、定期的な子宮頸がん検診をお勧めしています。

吉田、中根
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